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超弦理論は素粒子の統一理論の最も有力な候補

とされているが、知られた５つの弦理論が互いに等価

であること、ブレーン、M 理論の発見など、この１０数

年間に著しい発展があり研究が大いに進んだ。特に、

ブラックホールを量子論的に取りあつかってその微視

的状態数を数え、エントロピーを導くことに成功したの

は極めて重要な進展と言える。一般相対性理論のよ

うな幾何学的な原理で自然界の法則を説明しようとし

たアインシュタインの夢が実現に向かって進んでいる

ようにも思える。 

超弦理論は今後の発展で、宇宙の創成やブラック

ホールなどに関する様々な宇宙の謎を解き明かして

ゆくことができるだろうか。残された難問は何なの

か？  

こうした超弦理論の現状を分かりやすく紹介する。 

 

連絡先  田口 真 （内線 2415  taguchi@rikkyo.ac.jp) 


